
Ⅴ 域 の研究会 
Ⅴ １ 宮本文庫研究会 

 
（１）宮本憲一氏 の ータ ース構 と環境政策 成史研究の公  

 
山  

 
年度から 研究 （ 研究 ）を て、共同研究「宮本憲一氏

を活用し 環境政策 成史に関する研究」（研究 山）を進めて が、 年

度 の 年度で 、研究のと とめと公 に の活動を行  
 
（１）宮本憲一氏 の ータ ース  
 本研究の大 な として ら 宮本憲一氏 の ータ ース で るが、

の 大 と 、 な の めに、 理・ ータ ース に の の開発が

で 、 し 年度に「可 ・ 可能 アー イ 」の を開発し、

年度 、 の による の ータ ース と 理的状 の ジタ 保 を

本的に る とがで  
 公開 に て 、 大 と 議し 検討する で 、本研究の

研究 ・研究 の の 用に して る  
 
（２）研究会・市民公開セミナーの開催 
 ９日（ ）、 日（日）に、３年 の研究成果を公 する報告 （ ）の に

て検討する研究会を開催し 研究会で 、研究 ・研究 が、報告

に める研究成果の に て発 し、討論を行  
 日（日） に 、日本環境会議との共催で、市民公開セミナー「宮本憲一文庫

と環境研究の継承」を開催し の発 を 、討論を行  

 ・ 一「戦 日本の公害・環境問題研究と 宮本経済 の 」 

 ・ 進「公害の政治経済 と のか 宮本憲一と都 の を る」 

 ・ 「 ス イナ リ の政治経済 宮本経済 から地域研究への 」 

 ・ 「 日市 公害 動 ・ の思 成 との交流に して」 
 
（３）研究成果報告 の公  
 ３年 の共同研究の成果 として、報告 日本に る環境政策の 成に関する研究

を 年３ に公 する （タイト １ 日 の 題） 

 研究 ・研究 全 の論文に 、 の６氏から を る  

 ・宮本憲一（大 市 大 ・ 大 ） 

Ⅴ　領域横断連携の研究会
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 ・ 生（ 経済大 ） 

 ・森裕之（ 大 ） 

 ・ （大 大 ） 

・大森 （ 会社ミ ミ）・ 本理史（大 市 大 ）（共 ）  （ 略） 
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